
①
②
③
①
②
③
①
②
③
①
②
③

 2. 今後の取組 (2023年度及び2024年度以降の方向性・課題の解決方法)

2022 年度実績　）

道路整備係

単位

総合計画
施策番号

箇所

②
③

 6. 対象指標(対象の大きさを表す指標) 単位
① 町民数 人

 2. 対象(何を対象にしているか)

 3. 意図(この事業によって、対象をどのようにしたいか)

公園を利用する町民

事務事業名 公園建設事業
所属
部門 環境土木課

町長公約

 1. 手段(事業の概要)

ピウカ川沿いの公園を緑でつなぎ、まちなかでも緑と水に親しめ
る空間を創設する。

◆ 事務事業の目的と効果

2023 年度　（ 事務事業マネジメントシート（通常）

 5. 活動指標(手段や活動内容を表す指標)

①
②
③

整備した公園数

※各項目を評価するのにふさわしい指標を1つ以上設定

　 (必ずしも3つの指標を設定する必要はありません)

0 0

②
③

 7. 成果指標(意図の達成度を表す指標) 単位
①

②
③

 8. 上位成果指標(結果の達成度を表す指標) 単位
① 芽室町の公園に満足している町民の割合 ％

2019年度

0

2018年度2017年度単位内訳
国・道支出金

地方債

トータルコスト(A+B) 円

正職員従事人数
人工数(業務量)

0 0

公園数 箇所

人件費計(B)

円
円
円
円
円
人

人工
円

その他(使用料等)
一般財源

多くの町民が集まれる場を整備し、快適な住環境の向上を図る。

 4. 結果(意図のとおりになった場合、どんな結果に結びつくか)

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0事業費計(A)

公園を中心に、地域コミュニティの活動としての場として住民参加
の拡大が図られ、世代間交流の活性化につながる。

◆ 総事業費・指標等の推移

投
入
量

事
業
費

人
件
費

2021年度2020年度

0 0
0 0 0 0 0

0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

0 0 0

54

0 0

18,660

82.870.5

活動指標

対象指標

成果指標

上位成果指標

箇所

％

箇所

人

94.8

0

18,540 18,430 18,268 18,117

00

54

83.3 83.7

54 54 54

84.2

4-2-2

◆ 事務事業の現状と今後の取組

　ピウカ川沿いの公園整備については、北海道で発注する「ピ
ウカ川河川改修工事」で整備する築堤（アスファルト管理道
路）を活用し、公園をつなぐ計画であり、河川改修工事の進捗
状況に合わせ、公園を整備する必要がある。

　北海道発注の、「ピウカ川河川改修工事」については、2024
（令和６）年度以降の完了予定であることから、今後の整備に
ついては、北海道の進捗に合わせ、公園整備を進める。

 1. 事務事業の現状と課題

2022年度
31,600,000

31,661,000
63,261,000

3
0.0510

396,352
63,657,352

1

17,983

55



690,952

トータルコスト(A+B) 円 107,358 1,253,911 1,289,367 594,513 690,952

3

人工数(業務量) 人工 0.0138 0.1608 0.1608 0.0749 0.0887

正職員従事人数 人 4 3 3

円 107,358人件費計(B)

事業費計(A) 円

一般財源 円 0 0 0

その他(使用料等) 円

円

円

道路整備係

2023年度　（ 2022 年度実績　）事務事業マネジメントシート（簡易） 総合計画
施策番号 5-2-1

町長公約

2018年度 2019年度 2020年度

3

1,253,911 1,289,367 594,513

事務事業名 公共施設（付帯施設等）修繕等設計・積算事務
所属
部門

環境土木課

〔事業の概要・現状・課題〕

投
入
量

人
件
費

事
業
費

簡易シートを
選択した理由

各課で所管する土木構造物の老朽化や破損が生じた際に、担当課では修繕方法やそれに要する費用を把握する
ことが困難な場合において、各課の施設管理担当係と協議を行い、設計・積算業務を実施している。

2023（令和５）年度に農林課農林環境係で管理している林道橋及び、生涯学習課スポーツ振興係で管理している
芽室公園テニス場の改修工事を実施することから設計・現場監督業務を行う。

〔2023年度及び2024年度以降の方向性・課題の解決方法〕

内訳 単位 2017年度

地方債

316,305

2021年度

国・道支出金

2022年度

0

3

0.0407

316,305

00

予算を伴わない事業 計上予算が負担金・繰出金のみの事業

政策体系に結びつかない事業

法定受託事務

今後3年間で大きな変化が見込まれない事業 成果の説明に反映しない



①
②
③
①
②
③
①
②
③
①
②
③

2022年度

115,100,000

55,711,892
170,811,892

3
0.6136

4,768,660
175,580,552

7

2,233

75.7
62.7

51.2

4-2-3

◆ 事務事業の現状と今後の取組

　高度経済成長期に建設された道路の老朽化が町内で著しく
進んでいることから、改良・修繕共に費用面において課題が
ある。

　道路整備については、破損状況など道路公園維持係と連携
し、整備路線を選定する。整備の際には、芽室町道路整備規
準(令和元年度策定)を基に各整備路線の実態に応じた改良・
修繕を進める。また、財政面においては、経済性を考慮した
工法について検討する。

 1. 事務事業の現状と課題

61.0 56.7

75.6 75.6 75.6

47.9

3

888 2,160 1,838 1,973

76

75.7
62.4 62.6 62.6 62.7

活動指標

対象指標

成果指標

上位成果指標

％
％

％

路線

m

75.6
62.3

4 7

799

52.752.2

157,983,998 162,260,229
5,933,474 5,550,582 4,999,503 5,889,566 5,129,561

0.7627 0.7118 0.6235 0.7420 0.6585

62,224,112 106,024,991 175,595,034

 4. 結果(意図のとおりになった場合、どんな結果に結びつくか)

4 3 3 3 3
56,290,638 100,474,409 170,595,531 152,094,432 157,130,668事業費計(A)

交通体系の充実と安全性の向上、緊急時における的確な交通対
応や事故防止等の地域振興に繋がる

◆ 総事業費・指標等の推移

投
入
量

事
業
費

人
件
費

2021年度2020年度

改良率 ％

18,409,000

人件費計(B)

65,800,000 97,900,000 15,340,000 104,500,000
円
円
円
円
円
人

人工
円

その他(使用料等)
一般財源

道路整備により、地域住民及び一般車両や大型農業車両による
農産物搬出入の円滑化と安全を確保する。

2018年度2017年度単位内訳
国・道支出金

地方債

トータルコスト(A+B) 円

正職員従事人数
人工数(業務量)

56,290,638 16,265,409 136,754,432 52,630,668

② 舗装率 ％
③

 7. 成果指標(意図の達成度を表す指標) 単位
①

②
③

 8. 上位成果指標(結果の達成度を表す指標) 単位
① 冬期間の移動は安全安心と感じる町民の割合 ％

2019年度

72,695,531

事務事業名 郊外地道路新設改良事業
所属
部門 環境土木課

町長公約

 1. 手段(事業の概要)

郊外地における住環境の改善と町の基幹産業である農畜産業
の作業効率の向上を目指し、順次整備を進める。

◆ 事務事業の目的と効果

2023 年度　（ 事務事業マネジメントシート（通常）

 5. 活動指標(手段や活動内容を表す指標)

①
②
③

整備路線数

※各項目を評価するのにふさわしい指標を1つ以上設定

　 (必ずしも3つの指標を設定する必要はありません)

 2. 今後の取組 (2023年度及び2024年度以降の方向性・課題の解決方法)

2022 年度実績　）

道路整備係

単位

総合計画
施策番号

路線

②
③

 6. 対象指標(対象の大きさを表す指標) 単位
① 整備延長 m

 2. 対象(何を対象にしているか)

 3. 意図(この事業によって、対象をどのようにしたいか)

郊外地の道路整備延長



①
②
③
①
②
③
①
②
③
①
②
③

2022年度

115,661,793
115,661,793

3
0.5755

4,472,562
120,134,355

5

616

96.7
96.5

51.2

4-2-3

◆ 事務事業の現状と今後の取組

　高度経済成長期に建設された道路の老朽化が町内で著しく
進んでいることから、改良・修繕共に費用面において課題が
ある。

　道路整備については、破損状況など道路公園維持係と連携
し、整備路線を選定する。整備の際には、芽室町道路整備規
準(令和元年度策定)を基に各整備路線の実態に応じた改良・
修繕を進める。また、財政面においては、経済性を考慮した
工法について検討する。

 1. 事務事業の現状と課題

61.0 56.7

96.7 96.7 96.7

47.9

3

618 614 706 725

66

96.7
96.5 96.5 96.5 96.5

活動指標

対象指標

成果指標

上位成果指標

％
％

％

路線

m

96.7
96.4

3 4

510

52.752.2

126,291,028 129,335,069
5,227,868 6,774,861 6,640,879 6,227,700 5,539,303

0.6720 0.8688 0.8282 0.7846 0.7111

67,293,516 75,677,294 128,518,509

 4. 結果(意図のとおりになった場合、どんな結果に結びつくか)

4 3 3 3 3
62,065,648 68,902,433 121,877,630 120,063,328 123,795,766事業費計(A)

道路交通網の充実と安全性の向上が図られ、快適な交通環境に
よる事故防止と地域の生活環境の向上に役立つ。

◆ 総事業費・指標等の推移

投
入
量

事
業
費

人
件
費

2021年度2020年度

改良率 ％

人件費計(B)

58,000,000 83,500,000 119,999,000
円
円
円
円
円
人

人工
円

その他(使用料等)
一般財源

道路網の整備や公共施設周辺のバリアフリー化を進めることに
より、快適な住環境と誰もが安心して円滑に通行できる車道や歩
道空間を確保する。

2018年度2017年度単位内訳
国・道支出金

地方債

トータルコスト(A+B) 円

正職員従事人数
人工数(業務量)

62,065,648 10,902,433 64,328 123,795,766

② 舗装率 ％
③

 7. 成果指標(意図の達成度を表す指標) 単位
①

②
③

 8. 上位成果指標(結果の達成度を表す指標) 単位
① 冬期間の移動は安全安心と感じる町民の割合 ％

2019年度

38,377,630

事務事業名 市街地道路新設改良事業
所属
部門 環境土木課

町長公約

 1. 手段(事業の概要)

市街地における円滑な交通環境と高齢者や身体に障がいを有す
る方等に配慮した歩道整備など、誰もが安心して快適に利用でき
る道路交通環境の整備を図る。

◆ 事務事業の目的と効果

2023 年度　（ 事務事業マネジメントシート（通常）

 5. 活動指標(手段や活動内容を表す指標)

①
②
③

整備路線数

※各項目を評価するのにふさわしい指標を1つ以上設定

　 (必ずしも3つの指標を設定する必要はありません)

 2. 今後の取組 (2023年度及び2024年度以降の方向性・課題の解決方法)

2022 年度実績　）

道路整備係

単位

総合計画
施策番号

路線

②
③

 6. 対象指標(対象の大きさを表す指標) 単位
① 整備延長 m

 2. 対象(何を対象にしているか)

 3. 意図(この事業によって、対象をどのようにしたいか)

市街地道路の整備延長



0

トータルコスト(A+B) 円 92,577 17,935 11,065 0 0

3

人工数(業務量) 人工 0.0119 0.0023 0.0014 0.0000 0.0000

正職員従事人数 人 4 3 3

円 92,577人件費計(B)

事業費計(A) 円

一般財源 円 0 0 0

その他(使用料等) 円

円

円

道路整備係

2023年度　（ 2022 年度実績　）事務事業マネジメントシート（簡易） 総合計画
施策番号 4-2-3

町長公約

2018年度 2019年度 2020年度

3

17,935 11,065 0

事務事業名 駐車場法に基づく路外駐車場設置等に関する事務
所属
部門

環境土木課

〔事業の概要・現状・課題〕

投
入
量

人
件
費

事
業
費

簡易シートを
選択した理由

駐車場法の規定に基づき、都市計画区域内に路外駐車場を設置する場合、設置者はあらかじめ、その位置、規
模、構造、設備その他必要な事項を芽室町長に届出なければならない。町は路外駐車場に対して、立入検査や是
正に必要な措置及び供用停止を命ずることができる。（平成18年度に北海道から権限移譲）
　また、路外駐車場のうち、特定路外駐車場の条件に該当する駐車場は、バリアフリー法の規定に基づき、路外駐
車場移動等円滑化基準に適合させることを義務付けしており、その設置について届出しなければならない。町は特
定路外駐車場に対して、立入検査や是正を命ずることができる。（平成20年度に北海道から権限移譲）

町内には、該当する路外駐車場の設置事例はないが、今後申請があった場合には、適切に検査等を実施する。

〔2023年度及び2024年度以降の方向性・課題の解決方法〕

内訳 単位 2017年度

地方債

0

2021年度

国・道支出金

2022年度

0

3

0.0000

0

00

予算を伴わない事業 計上予算が負担金・繰出金のみの事業

政策体系に結びつかない事業

法定受託事務

今後3年間で大きな変化が見込まれない事業 成果の説明に反映しない



34,275

トータルコスト(A+B) 円 76,240 136,464 140,323 50,799 34,275

3

人工数(業務量) 人工 0.0098 0.0175 0.0175 0.0064 0.0044

正職員従事人数 人 4 3 3

円 76,240人件費計(B)

事業費計(A) 円

一般財源 円 0 0 0

その他(使用料等) 円

円

円

道路整備係

2023年度　（ 2022 年度実績　）事務事業マネジメントシート（簡易） 総合計画
施策番号 4-2-3

町長公約

2018年度 2019年度 2020年度

3

136,464 140,323 50,799

事務事業名 北海道用地対策連絡協議会参画事業
所属
部門

環境土木課

〔事業の概要・現状・課題〕

投
入
量

人
件
費

事
業
費

簡易シートを
選択した理由

用地対策連絡協議会は、公共事業の施行に必要となる用地取得に関し、起業者相互の連絡を行い損失補償基準
運用の調整及び損失補償に関する調査・研究・研修等を共同して行うため、起業者によって組織された団体であ
る。公共事業を推進するにあたり、用地の取得、支障物件の補償等の適正化と円滑化に寄与するための情報を取
得し、適切な積算を実施するため参画する事業である。

協議会では毎年補償基準や補償に係る単価を更新しており、適正で公正な補償評価を実施するためには本会に
入会する必要があり、今後も継続する。

〔2023年度及び2024年度以降の方向性・課題の解決方法〕

内訳 単位 2017年度

地方債

25,646

2021年度

国・道支出金

2022年度

0

3

0.0033

25,646

00

予算を伴わない事業 計上予算が負担金・繰出金のみの事業

政策体系に結びつかない事業

法定受託事務

今後3年間で大きな変化が見込まれない事業 成果の説明に反映しない



①
②
③
①
②
③
①
②
③
①
②
③

 2. 今後の取組 (2023年度及び2024年度以降の方向性・課題の解決方法)

2022 年度実績　）

道路整備係

単位

総合計画
施策番号

橋
橋

②
③

 6. 対象指標(対象の大きさを表す指標) 単位
① 町道に設置されている橋りょう数 橋

 2. 対象(何を対象にしているか)

 3. 意図(この事業によって、対象をどのようにしたいか)

町道認定路線に設置された橋りょう

事務事業名 橋りょう長寿命化事業
所属
部門 環境土木課

町長公約

 1. 手段(事業の概要)

今後橋りょうが急速に老朽化していくことを踏まえ、法令で定める
5年に1回の近接目視点検とその結果に基づいた修繕を実施する
ことで橋りょうの長寿命化を図り、誰もが安心して快適に利用でき
る道路交通環境の整備を図る。

◆ 事務事業の目的と効果

2023 年度　（ 事務事業マネジメントシート（通常）

 5. 活動指標(手段や活動内容を表す指標)

①
②
③

橋りょう点検数
橋りょう修繕数

※各項目を評価するのにふさわしい指標を1つ以上設定

　 (必ずしも3つの指標を設定する必要はありません)

8,163,703 4,540,820

② 修繕が必要な橋りょう数 橋
③

 7. 成果指標(意図の達成度を表す指標) 単位
①

②
③

 8. 上位成果指標(結果の達成度を表す指標) 単位
① 冬期間の移動は安全安心と感じる町民の割合 ％

2019年度

19,341,030

2018年度2017年度単位内訳
国・道支出金

地方債

トータルコスト(A+B) 円

正職員従事人数
人工数(業務量)

27,594,922 7,080,832

点検が必要な橋りょう数(5年間のｻｲｸﾙ) 橋

41,272,000 38,067,000 53,121,000 38,400,000 48,000,000

人件費計(B)

19,700,000 23,800,000 22,900,000 32,300,000
円
円
円
円
円
人

人工
円

その他(使用料等)
一般財源

法令点検により安全性を確認し、損傷している橋りょうについて
は計画的に補修する。

 4. 結果(意図のとおりになった場合、どんな結果に結びつくか)

4 3 3 3 3
68,866,922 64,847,832 96,262,030 69,463,703 84,840,820事業費計(A)

橋りょうの長寿命化を図ることで、道路交通網の充実と安全性の
向上が図られ快適な交通環境による事故防止と地域の生活環
境の向上に繋がる。

◆ 総事業費・指標等の推移

投
入
量

事
業
費

人
件
費

2021年度2020年度

73,223,659 88,667,153
2,620,935 2,760,475 3,699,712 3,759,956 3,826,333

0.3369 0.3540 0.4614 0.4737 0.4912

71,487,857 67,608,307 99,961,742

78
38

78 44

266

52.752.2

活動指標

対象指標

成果指標

上位成果指標

橋
橋

％

橋
橋

橋

47.9

158
0

266 266 266 266

77
1 1 4 3

61

84
56 62 44 37

61.0 56.7

266 222 161

51.2

4-2-3

◆ 事務事業の現状と今後の取組

　町道に設置されている橋りょうは全部で266橋あり、現状で
は、建設後50年以上経過している橋りょう数は13％程度だ
が、20年後には82％まで増加する。これらの急速に増加する
老朽化橋りょうを計画的・効率的に保全するため策定した、
「橋りょう長寿化計画」に基づき、修繕及び定期的な点検を実
施している。また、修繕及び点検を実施するにあたり、多額の
財源が必要になることから、道路メンテナンス補助事業を活
用している状況である。

　2019(令和元)年度より修繕工事を実施している芽室大橋
は、2023(令和５)年度完了予定である。
　定期点検は2019(令和元)年度より2巡目の点検を実施して
おり、2023(令和５)年度に終了し、2024（令和６）年度より3巡
目の点検を実施する。
　また、2巡目の点検結果に基づき、新技術の活用や集約化
によるコスト削減を考慮した計画を2023（令和６）年度に改正
する。
　財源については、今後も道路メンテナンス補助事業を活用
する。

 1. 事務事業の現状と課題

2022年度
45,156,000
26,900,000

3,767,038
75,823,038

3
0.5440

4,227,756
80,050,794

23
1

266

61
34
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